
平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外第�—号)官 報

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
届
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
で
あ
つ
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
に
は
、
当
該
受
給

権
者
に
対
し
、
当
該
受
給
権
者
の
生
存
の
事
実
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
受
給
権
者
は
、
指
定
期
限
ま
で
に
、
当
該

書
類
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

受
給
権
者
が
同
時
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
有
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
二

十
三
条
第
一
項
の
届
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
第
一
項
の
届
書
の
提
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
十
七
条
第
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
号
の
障
害
の
現
状
が
第
四
十
七
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
該
当
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

第
四
十
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
等
）

第
四
十
七
条
の
二
の
二

法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
で
あ
つ
て
、
障
害
の

程
度
が
障
害
等
級
の
二
級
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の
は
、
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日
又
は
同
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
診
査
を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
以
後
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
状
態
に
至
つ
た
場
合
（
第
五
号
に
掲
げ
る
状
態
に
つ
い
て
は
、
当
該
状
態
に
係
る
障
害
の
範
囲
が
拡
大

し
た
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

一

両
眼
の
視
力
の
和
が
〇
・
〇
四
以
下
の
も
の

二

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
一
〇
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の

三

両
上
肢
の
全
て
の
指
を
欠
く
も
の

四

両
下
肢
を
足
関
節
以
上
で
欠
く
も
の

五

四
肢
又
は
手
指
若
し
く
は
足
指
が
完
全
麻
痺
し
た
も
の
（
脳
血
管
障
害
又
は
脊
髄
の
器
質
的
な
障
害
に
よ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
状
態
が
六
月
を
超
え
て
継
続
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）

六

心
臓
を
移
植
し
た
も
の
又
は
人
工
心
臓
（
補
助
人
工
心
臓
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
装
着
し
た
も
の

七

脳
死
状
態
（
脳
幹
を
含
む
全
脳
の
機
能
が
不
可
逆
的
に
停
止
す
る
に
至
つ
た
状
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又

は
遷
延
性
植
物
状
態
（
意
識
障
害
に
よ
り
昏
睡
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
い
、
当
該
状
態
が
三
月
を
超
え
て

継
続
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）と
な
つ
た
も
の

八

人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
た
も
の
（
一
月
を
超
え
て
常
時
装
着
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）

２

法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
で
あ
つ
て
、
障
害
の
程
度
が
障
害
等
級
の

三
級
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の
は
、
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日
又
は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
厚
生
労
働
大
臣
の
診
査
を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
以
後
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
又
は

次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
に
至
つ
た
場
合
と
す
る
。

一

両
眼
の
視
力
の
和
が
〇
・
〇
五
以
上
〇
・
〇
八
以
下
の
も
の

二

八
等
分
し
た
視
標
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
つ
き
測
定
し
た
両
眼
の
視
野
が
そ
れ
ぞ
れ
五
度
以
内
の
も
の

三

両
眼
の
視
野
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
度
以
内
の
も
の
、
か
つ
、
八
等
分
し
た
視
標
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
つ
き
測

定
し
た
両
眼
の
視
野
の
合
計
が
そ
れ
ぞ
れ
五
六
度
以
下
の
も
の

４

機
能
強
化
法
附
則
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
場
合
で
あ
つ
て
、
障
害
の
程
度
が
旧
法
別
表
第
一
の
障
害
等
級
の
三
級
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の
は
、
旧

法
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日
又
は
旧
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働

大
臣
の
診
査
を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
以
後
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
又
は
次
の
各
号
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
に
至
つ
た
場
合
と
す
る
。

一

両
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
四
以
下
の
も
の

二

一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
二
以
下
、
他
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
六
以
下
の
も
の

三

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
九
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の

四

喉
頭
を
全
て
摘
出
し
た
も
の

五

一
上
肢
を
腕
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

六

一
下
肢
を
足
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

七

両
下
肢
を
リ
ス
フ
ラ
ン
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

八

両
下
肢
の
全
て
の
足
指
を
失
つ
た
も
の

九

心
臓
再
同
期
医
療
機
器
を
装
着
し
た
も
の

第
五
十
一
条
第
三
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
が
」
を
削
る
。

第
五
十
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
届
出
」
を
「
届
出
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
書
の
提
出
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
に

は
、
当
該
受
給
権
者
に
対
し
、
当
該
受
給
権
者
の
生
存
の
事
実
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
受
給
権
者
は
、
指
定
期
限
ま
で
に
、
当
該

書
類
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
」
を
「
第
五
十
一
条
の
二
の
書
類
等
、」に
、「
又
は
前
条
の

書
類
等
」
を
「
、
前
条
の
書
類
等
又
は
第
五
十
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
書
類
」
に
改
め
る
。

四

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
九
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の

五

喉
頭
を
全
て
摘
出
し
た
も
の

六

両
上
肢
の
親
指
及
び
人
指
し
指
又
は
中
指
を
欠
く
も
の

七

一
上
肢
の
全
て
の
指
を
欠
く
も
の

八

両
下
肢
の
全
て
の
指
を
欠
く
も
の

九

一
下
肢
を
足
関
節
以
上
で
欠
く
も
の

十

心
臓
再
同
期
医
療
機
器
（
心
不
全
を
治
療
す
る
た
め
の
医
療
機
器
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
装
着
し
た
も
の

十
一

人
工
透
析
を
行
う
も
の
（
三
月
を
超
え
て
継
続
し
て
行
つ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

十
二

六
月
を
超
え
て
継
続
し
て
人
工
肛
門
を
使
用
し
、
か
つ
、
人
工
膀
胱
（
ス
ト
ー
マ
の
処
置
を
行
わ
な
い
も

の
に
限
る
。）を
使
用
し
て
い
る
も
の

十
三

人
工
肛
門
を
使
用
し
、
か
つ
、
尿
路
の
変
更
処
置
を
行
つ
た
も
の
（
人
工
肛
門
を
使
用
し
た
状
態
及
び
尿

路
の
変
更
を
行
つ
た
状
態
が
六
月
を
超
え
て
継
続
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

十
四

人
工
肛
門
を
使
用
し
、
か
つ
、
排
尿
の
機
能
に
障
害
を
残
す
状
態
（
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
の
使
用
又
は
自
己

導
尿
（
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
自
ら
排
尿
す
る
こ
と
を
い
う
。）を
常
に
必
要
と
す
る
状
態
を
い
う
。）に
あ
る
も

の
（
人
工
肛
門
を
使
用
し
た
状
態
及
び
排
尿
の
機
能
に
障
害
を
残
す
状
態
が
六
月
を
超
え
て
継
続
し
て
い
る
場

合
に
限
る
。）

３

公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
二
号
。
以
下
「
機
能
強
化
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
で
あ
つ
て
、
障
害
の
程
度
が
旧
法
別
表
第

一
の
障
害
等
級
の
二
級
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の
は
、
旧
法
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

日
又
は
旧
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
診
査
を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
以

後
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
に
至
つ
た
場
合
（
第
四
号
に
掲
げ
る
状
態
に
つ
い
て
は
、
当
該
状
態

に
係
る
障
害
の
範
囲
が
拡
大
し
た
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

一

両
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
二
以
下
の
も
の

二

両
上
肢
を
腕
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

三

両
下
肢
を
足
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

四

四
肢
又
は
手
指
若
し
く
は
足
指
が
完
全
麻
痺
し
た
も
の

五

心
臓
を
移
植
し
た
も
の
又
は
人
工
心
臓
を
装
着
し
た
も
の

六

脳
死
状
態
又
は
遷
延
性
植
物
状
態
と
な
つ
た
も
の

七

人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
た
も
の
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